緑地科学プロジェクト実習2010案内

（エキスパート演習・実習Ⅳ・Ⅴ）
教室：E-307
内容：
1. プロジェクトについて
2. 教員・TA
3. 野外へ調査の対象地＆時間
4. 参考書籍・文献＆持ち物
5. スケジュール
6. チームの編成
7. 成績評価
8. 費用について
9. 野外調査の注意事項
10. 学生情報およびアンケート
1.  プロジェクトについて
1.1 テーマ
· 柏市こんぶくろ池の伐採湿地林再生
· 市川市動植物園の湿地の浄化機能向上
1.2 対象学生
  緑地科学領域のM1を主な対象とするが、希望者は受け入れる、生態学・造園学の基礎を持っている学生が望ましい。
1.3 講義科目との対応
　生態系再生・管理学、緑地水文工学、植生史学
1.4 目的・授業方法
　2チームを編成して、プロジェクトを実行する。1チームの編成は4～7名程度を予定。一年を通した実践的授業を行う。必要に応じて現地活動と年三回程度のクライアントミーティングを行う。授業は原則的に松戸キャンパスで行う。園芸学部専門職員や外部NPO、行政職員にはクライアント（施主）として、参加いただく。
1.5 単位・成績評価
　プロジェクト実習は4単位を付け、前期と後期に分けて2単位ずつにする。成績の評価には各チームのプロジェクトレポートで主に評価する。学生個々の寄与に関しては、学生相互のピアレビュー評価を行う。このほか、教員・TAによる学生の参加・活動状況所見を加味する。
2.  教員・TA
教員:
小林達明
所属：再生生態学研
部屋：（D-405）
Tel: 047-308-8891
E-mail: ktatsu@faculty.chiba-u.jp
唐　常源
所属：緑地環境工学研
部屋：（B-327）
Tel: 047-308-8911
E-mail: cytang@faculty.chiba-u.jp
百原　新
所属：緑地生態学研
部屋：（D-302）
Tel: 047-308-8900
E-mail: arata@faculty.chiba-u.jp
TA
鬼束大平
所属：再生生態研
部屋：（D-403）
E-mail: tai_oni3@yahoo.co.jp
3. 野外へ調査の対象地＆時間
3.1 調査地視察
4月17日（土）9時現地集合　柏市国立がんセンター・バス停
4. 参考書籍・文献＆持ち物
4.1 参考書籍・文献
＜植物図鑑と生態誌＞

財団法人千葉県史料研究財団(2003)千葉県の自然誌　別編４　千葉県植物誌，千葉県

奥田重俊（1978）関東平野における河辺植生の植物社会学的研究，横浜国立大学環境科学研究センター紀要4-1，43-112．
＜携帯用植物図鑑＞

林弥栄監修（1989）山渓ハンディ図鑑１　野に咲く花，山と渓谷社

馬場多久男（1999）葉でわかる樹木－625種の検索，信濃毎日新聞社
4.2 持ち物
野外作業があるので、より安全・快適的な実習をできるようため以下のものをできるだけ用意してください。
1） 軍手（切り傷・擦り傷・刺し傷等防止）
2） 長靴（水、ヤマビルなど防止に良い）
3） 靴下（長靴に合う厚手のものがくつずれしない）
4） 作業用上着（ポリエステル等の吸汗速乾性素材のものが好ましい）
5） ズボン（動きやすいナイロン製のもの。ストレッチの作業ズボンがよい）
6） 帽子、タオル（つばの広いもの）
7） 日焼け止め
8） ウェストポーチ
9） 野帳ノート、筆記用具（コクヨの防水野帳が便利）
10） 虫よけ（湿地、沿岸域でも虫が大量にいるところがある）
11） 木本と草本の図鑑
12） カメラ（調査地の様子など撮る）
13） 携帯電話（緊急時に無線の代わりになる場合がある）
14） 救急セット（絆創膏・包帯・消毒薬・痛み止め・下痢止め・虫刺され・テーピングテープ・ハサミ・ガーゼなど）
　学校側でカマやスコップ、クリップボードなどは提供する。
5. スケジュール
5.1 前期
4月
14日　ガイダンス
17日　プロジェクトサイト現地見学会（柏市こんぶくろ池・市川市動植物園）
21日　生態系再生サイトの評価の方法（小林教授の講義）
チーム編成　
こんぶくろ池チーム (小沢、中西、根本、塙、山田)
市川市動植物園チーム  (石井、大山、福井、松丸、山本)
28日　生態系再生のサイト評価の方法（唐教授の講義）
26日　自主調査＆作業
5月
12日　GISの利用方法（担当：鬼束）
19日　生態的再生の理論とプロセス（小林教授の講義）
26日　自主調査＆作業
6月
2日　再生デザインの方法（小林教授の講義）
9日　調査結果の検討会
16日　植物の選択－千葉県のフロラ（百原准教授の講義）
23日　侵略的植物の抑制（小林教授の講義）
30日　プロポーザル草稿の検討会
7月
7日　自主調査＆作業
14日　再生実施設計ガイドライン（小林教授の講義）
21日　実施計画提出
28日　前期プロジェクトのまとめ
5.2 後期
10月　
6日　後期ガイダンス、ベンチマークモニタリングの方法
13日　作業の具体的内容について相談（班ごとに）
20日　自主作業
27日　ベンチマーク提出、作業の進行状況報告
11月　
10日　自主作業
17日　管理計画の立て方
24日　自主作業
12月　
1日　作業報告、管理計画について相談
8日　自主作業
15日　ベンチマークテスト報告、最終レポートの書き方
22日　管理計画提出
1　月　
12日　シンポジウムガイダンス
19日　ポスター・パンフレット準備
26日　最終レポート提出

2　月
2日　シンポジウム

3日　現地評価
6. チームの編成
6.1　構成
原則では二つのチームを編成する予定する、履修生は自分の都合のよいチームを組み合わせる。チームは4人～7人を基本に、プロジェクトの中で学生同士が調整する。
6.2　作業
このプロジェクトでは、普通の授業とともに野外の実習調査も行うため、体力と時間をある程度かかるので、自分のスケジュールを調整するなどして認識しておく必要がある。
課題に関する野外調査は各チームに任せる、しかし、調査地での迷惑行動などをしないよう注意してほしい。
プロジェクトに関する検討がチームの自己の互いに同意されたスケジュールのクラス時間の外でもできる。しかし、授業と現地へ調査の時間が決まっている場合は、必ず出席すること
6.3　チーム力学
対人関係の葛藤はプロジェクトの重大な障害となる。 最も重要な矛盾を起こす原因とは努力と貢献のレベルの違いの存在。次は1人のチームメンバーがひどく攻撃的なリーダーシップ発揮することである。チームメンバーを奮起させるために、作業負担は公正に分配し、同等レベルの努力を要するようにし、個々の学生の成績にははそれぞれのチームのピアレビュー結果を加味する。このプロジェクトは“現実の世界”の経験を提供する。現実の世界の中では、「他人と協調すること」が必要である。
学生相互、教員、TA、クライアント、クライアント代表との情報交換、また、公衆の場でプロとして礼儀正しいマナーを発揮することが期待される。
チームの動機付けとコーディネータとして役目を果たすリーダーを任命できる。 単一のリーダーなしで、より多くの委員会の形式における役割を分配するチームもある。 そのようなチームワークに関しては、学生の手に任せられる。
もし、チーム内の矛盾が激化し自ら解決されないとき、教員とTAがチーム力学を干渉する権利を有する。
6.4　チーム課題を変える。
チームを形成した後に、あなたがチーム課題を変えなければならないと感じるなら、できるだけ早く、直接教員やTAに連絡すること。
学生がチームを切り換えたいとき。教員とTAは、あなたの意志を評価し、いち早く問題を検討して，解決する。
6.5　秘密性
教員とTAとのすべての会話とチーム力学、チームを変え、およびグレードに関することは極秘とする。
7.成績評価
7.1 評価基準
　グレードはチーム計画、ピアレビュー板(PRB)における試案のコメント、授業の参加、および野外演習に基づいて付けされる。それぞれのチーム課題は、教員とTAによって評価されて、コンセンサスで達したグレードを受ける。 個人のグレードは、下のピアレビューのフォームで示されるようにピアレビューを使用する。 PRBにおける高い評価は高い成績を得るだろう。 個々の参与は授業の出席率とプレゼンテーションの参加レベル、また野外演習に基づいて評価される。グレード分配は以下の通り。
	評価ポイント
	グレード分配
	評価期間

	授業
	20
	

	野外調査
	20
	

	作業計画立案
	20
	

	ピアレビュー
	5
	

	ファイナルレポート
	30
	

	参与性
	5
	


7.2 ピアレビューの評価方法
名　　前：
所　　属：
学籍番号：
このプロジェクトの参加し、成し遂げたチームメンバーをスコア0-12で評定してください。
0 ＝ 出席がない
4 ＝ 最小限の参加
6 ＝ 義務について絶えず喚起する必要があった
8 ＝ チームに十分には調和していない
10 ＝ 信頼でき、任務に完全に従事している
12 ＝ 秀でている
分数を使用しないように。 チームメンバーとして、責任を持ってほかのチームメンバーをより正確・公平に評価してください。
	チームメンバー
	評価できるところ
	スコア

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


８. 野外調査の注意事項
8.1 野外における身体作法の原則
　フィールドでの活動経験が乏しい人が野外調査を行う場合は、野外での身体作法を学ぶ必要がある。野外調査での身体作法の基本は、「疲労しない」ことにつきる。疲労すると、判断力も低下し、通常では起こし得ないミスの原因になる。よって、事故の要因に成りうるだけでなく、調査の質も低下させるので、疲労しないように十分に留意する必要がある。また、登山やケービングなどの経験が豊富な人も、原則的に体を動かす時間の長いスポーツと野外調査の違いを知っておく必要がある。運動を目的とした場合に比べ、調査のときは、同じような服装だと寒く感じることが多い。
(1) 体表面を晒さない
　野外での活動時は、体表面を極力晒さないように心がけると、疲労を回避できる。よって、長袖・長ズボン・帽子（ヘルメット）を着用し、天候によってはサングラスも着用する。体表面を覆うことで、夏場は日射による日焼けを避けることができ、冬場は体温の低下を防げる。また、とげやかぶれる生物等から体を保護できる。転んだ際も、怪我の程度が軽減される。
　夏場の体温調節は、袖の長さではなく、服の素材を選ぶことで行う。特に登山用や運動用の新素材は、短時間で体表面の汗を吸収し発散させるので、長袖でも暑くなりにくい。
　冬場は、防風を徹底し、体温維持に十分注意する必要がある。調査では、運動量が少ないため、登山等に比べて、より保温性の高い衣服が必要である。この際、厚手の服を少数用意するよりも、薄手の服を多めに用意し、その時々の気温や風の強さに応じて着るものを選ぶのがよい。マフラー・ネックウォーマーや耳当て、帽子等が有効である。とくに、帽子やネックウォーマーはセーター１枚分に相当する保温力があると言われている。荷物にもなりにくいので、予備に持っているとよい。
(2) 体を濡らさない
　体がぬれると、体温が急激に低下するので、十分に注意する必要がある。体がぬれた状態で、風に吹かれると、体を動かせないほど体温が下がり、凍死する可能性もある。これは、夏でも高山であれば起こりうるし、秋から冬にかけては里山でも起こりうる。どんなに天気が良い場合でも、雨具（レインコート、上下セパレート式の物が望ましい）は必ず携行しなければ成らない。また、透湿性のない雨具を着用した場合、雨具の体表面側に汗がたまり、体が冷えることがある。この場合は、休息時に下着をかえるなどして体温維持に努める必要がある。ゴアテックスなど透湿性と防水性を兼ね備えた素材で出来た雨具は、このような問題は生じにくいが、高価である。
(3) 定期的な休憩（無理しない）
　一番、大事なことである。疲れを感じる前に、定期的に休息をとるようにする。また、その際に、水分や糖分の補給もおこなう。こまめに少量のバナナチップなど乾燥フルーツをとると、糖分とカリウムを摂取でき、疲労の防止につながる。水の摂取ものどの渇きを感じる前におこなう。
(4) 活動時間
　フィールドでは、研究対象の生物の活動時間による制約がある場合など、特殊な場合をのぞき、日没以降は外で活動しない。それは、滑落、転倒、ルートミス等の事故の危険が飛躍的に高まるためである。研究の都合上、夜間に野外で活動する必要がある場合は、昼間に十全な下見をし、安全を確保しなければならない。昼と夜では目に映る風景が一変するので、昼間よく訪れている場所でも迷うことがあるということを知っておく。　通常、野外調査は早朝から開始し、午後の比較的早い時間に終えるようにする。昼過ぎ以降は、夏場は雷雨にあう可能性が高まるので、活動を早めに終了する。また、冬は、日没までに活動を終えられるように注意する。
(5) 水分補給・食事
　徒歩による移動がおおい調査の場合は、こまめに水分補給すること。夏場は、とくに多めに水分補給をする必要がある。運動が激しく、発熱発汗量が多い場合は、１時間に700ml程度の給水が必要であるとも言われている。トイレの心配から水分補給を控える傾向が女性には強いが、脱水症状に陥るリスクがあることに十分留意し、適宜、水分をとること。また、冬には、のどの渇きを感じにくいが、定期的に水分補給につとめる必要がある。
　食事は、携行するにあたって、腐りにくくかつ消化の良いものが望ましい。また、ゴミや残さの出にくい物を選ぶ方がよい。
(6) 排泄
　フィールドであっても環境を保全するため、トイレを利用することが望ましい。また、トイレが無い場合や貧栄養な環境など特殊な環境下では、携帯トイレ等を持参し、排泄物を持ち帰る必要がある。野外で排泄しなければならない場合は、排泄物が水源に流入しないように十分に留意する必要がある。また、排泄は、地面を軽く掘った穴で行い、穴を埋める前に、排泄物に使用したトイレットペーパーをのせ、紙を燃やすと分解が早まると言われている。　
(7) ウォーミングアップ・クールダウン
　調査を始める前に、簡単なストレッチ体操を行うと、怪我の予防と疲労度の軽減になる。また、調査終了後にストレッチを行うと、疲労回復が早まる。スポーツ用のアミノ酸サプリメントの服用は、筋肉の疲労防止・軽減に効果がある。
8.2  危険な生物から被害を受けた場合
重篤な被害をもたらす以下の生物に遭遇した際の対処法について極簡単に述べる
ア：.ハチに刺された場合
（１）巣のない方向に速やかに移動し、更なる攻撃や新たな個体の攻撃を避ける。
（２）あわて過ぎてパニックに陥らない。あわてると毒の周りが早くなる可能性がある。
（３）アナフィラキシー・ショック（急性のアレルギー症状で呼吸困難、めまい、意識障害、血圧低下などを伴うショック症状）が見られた場合、即、エピペンを注射する。程度の軽微な場合は、抗ヒスタミン剤やステロイド軟膏あるいは、これらの内服薬を服用する。
（４）エピペン注射後、速やかに医療機関（できればアレルギー科か皮膚科）で専門的治療をおこなう。
（５）刺したハチの種類が特定出来る場合は確認しておく。
イ：毒ヘビにかまれた場合
（１）患者を休ませる。安心させる。一人しかいない場合は、とにかくあわてない。
（２）噛まれた局部を動かさない。
（３）アナフィラキシー・ショックのような全身症状に気をつける。
（４）医療機関に連れて行き、血清治療等を行う。
（５）噛んだ蛇の種類を特定できるように確認しておく。
ウ：ヒグマ
（１）威嚇行動である場合や余裕がある場合は静かにその場から離れる。
（２）攻撃を受けそうだったらヒグマ撃退スプレーを使う。
（３）格闘にいたったら、とにかくあきらめずに抵抗する。
（４）運良く生き延びたら即座にその場から安全な場所に移動する。
エ：毒キノコ、毒草による食中毒
（１）これらを食べて異変が起きたら即座に医療機関に連絡する。
（２）なんの食中毒か特定できるような材料をとっておく。
8.3 保険について
　大学生・大学院生の場合には、調査が大学での正課の一環と認められれば、通常入学時に加入する「学生研究教育災害傷害保険（学研災）」がある。この保険への上乗せプランとして、学研災なら学研災付帯賠償責任保険のような、賠償責任保険もある。
9. 学生情報および意見
9.1 学生情報
	名前(フリガナ)：
	

	学籍番号：
	

	研究室：
	

	携帯番号：
	

	E-mail:
	

	緊急時の連絡方法：
	

	
	

	外校からの方へ
	

	出身校：
	

	専門：
	


9.2 プロジェクト実習のアンケート
(1) 野外調査の経験があるか？
(2) あなたにとって自然再生ってなに？
(3) このプロジェクト実習を受けって、何の目標を達したいか？
(4) このプロジェクト実習についての意見？
6

